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 以上のようにして,  FlowcytometryによるDNA解析と病理組織所見との比較検討を試みた。
拶
結果
 性周期に従っ・て増殖期および分泌期の2群に分けた正常子宮内膜とnucleargmdeに従って3
 群に分けた子宮内膜癌のFlowcytometryによる解析では,DNAhistogramは各群ごとに各々
 特徴のある型を示した。
 S期の細胞の割合は,正常子宮内膜に比べて子宮内膜癌では有意な高値を祭した(P<0.001)。
 又,子宮内膜癌のなかでは核の異型度が増すに従って,S期の割合が増加する傾向がみられた。
 G2M期の細胞の割合は,子宮内膜癌が正常子宮内膜より高い傾向を示したが,その差は明確でな
 かった。PIは,子宮内膜癌が正常子宮内膜に比べて有意に高値を示した(P<0.001)。又,子
 宮内膜癌のなかでは核の異型度が増すに従ってPIの値は増加し,さかんな増殖能を示した。
 DNAploidyleve1に関しては,正常子宮内膜はすべてDNAdiploidyを示した。子宮内膜癌
 では,nucleargrade1,nucleargrade2ともにDIがLOO前後の値であり,正常子宮内膜
 と同様にDNAdiploidyを示した。正常子宮内膜と子宮内膜癌nucleargrade1,nuclear
 grade2の違いは,DNAploidyleve1に差はみられず,正常子宮内膜,子宮内膜癌nuclear
 grade1,nucleargrade2の順にPIの値が高くなり,増殖能のみに差がみられた。一方,
 子宮内膜癌nuclcargrade3は,他の群とは極めて異なった腫瘍的性格を持つことが示唆され
 た。即ち,nucleargrade3の5例中3例は,DIが各々L71,L91,2.05を示し,DNA
 aneuploidyを持つことが明らかとなった。残り2例は,DIは1.00前後とDNAdiploidyを示
 したが,PIが各々36.4%,42.0%と高値を示し,極めて盛んな増殖能を示した。
 以上のように,子宮内膜癌のFlowcytometryを用いた細胞のDNAdistributionの解析で
 は,その腫瘍的性格が定量的に解明できることが示唆された。これらの成績と子宮内膜癌の臨床
 的悪性度との詳細な対比については,さらに床例を重ねた検討が必要である。
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 審査結果の要旨
●
 子宮内膜癌の腫瘍的性格を把握する目的でflowcytometryを用いて細胞のDNAdistribu-
 tionの解析をおこない,腫瘍の増殖活性能およびDNAaneuploidyの有無を検索し,核の異型
 度に従って分類し比較検討を試みた。
 対象は,子宮内膜癌15例でcontrolとして更年期前後の正常子宮内膜12例をとり,endomet-
 rialcurettage又はhysterectomyによって得た材料を2分し,1つは病理組織診をおこない,
 1つはflowcytometryによるDNA解析をおこなった。
 性周期に従って増殖期および分泌期の2群に分けた正常子宮内膜とnucleargradeに従って3
 群に分けた子宮内膜癌のflowcytometryによる解析では,DNAhistogramは各群ごとに各
 々 特徴ある型を示した。S期の細胞の割合は,正常子宮内膜に比べて子宮内膜癌では有意な高値
 を示した。(P〈0.001)。又,子宮内膜癌のなかでは核の異型度が増すに従って,S期の割合
 が増加する傾向がみられた。G2M期の細胞の割合は,子宮内膜癌が正常子宮内膜より高い傾向を
 示したが,その差は明確ではなかった。proliferativeindex(PI)は,子宮内膜癌が正常子宮
 内膜に比べて有意に高値を示した(P〈0.001)。又,子宮内膜癌のなかでは核の異型度が増す
 に従ってPIの値は増加し,さかんな増殖能を示した。DNAploidyleve1に関しては正常子宮
 内膜はすべてDNAdiploidyを示した。子宮内膜癌では,nucleargradel,nucleargrade
 2ともにDNAindex(DI)が1.00前後の値であり,正常子宮内膜と同様にDNAdiploidyを
 示した。正常子宮内膜と子宮内膜癌nucleargrade1,nucleargrade2の違いは,DNA
 ploidylevelに差はみられず,正常子宮内膜,子宮内膜癌nucleargrade1,nucleargrade
 2の順にPIの値が高くなり,増殖能のみに差がみられた。一方,子宮内膜癌nucleargrade3
 は他の群とは極めて異なった腫瘍的性格を持つことが示唆された。すなわちnucleargrade3の
 5例中3例は,DIが各々1.71,1.91,2.05を示し,DNAaneuploidyを持つことが明らかと
 なった。残り2例はDIがLOO前後とDNAdiploidyを示したがPIが各々36.4%,42.0%と高
 値を示し,極めて盛んな増殖能を示した。以上のように,子宮内膜癌のflowcytometryを用い
 た細胞のDNAdistributionの解析では,その腫瘍的性格が定量的に解明できることが示唆さ
 れた。 が
 以上のことから,本論文は学位を授与するのに適当であると判定した。
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